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図 1:生存確率の時間発展 (中の図はスケールを揃える前の図)
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図2:Mittag-Lefner関数型の緩和過程
4 考察
数値による生存確率の計算結果と､理論による予想とを比較する.初期状態のエネルギーがLJ=∩
で1よりも小さいH61der指数を持つとき､指数緩和とはことなる過程が現れることが数値計算か
らも確かめられた.このときの数値計算のグラフは､折り返しのような特徴が見られるが､理論予
想においても折り返しは現れている.また､指数αを変化させたときの7の振る舞いも理論から
の予想と同じ傾向を示していた.しかし相違点も見られる.数値計算では､初期状態のエネルギー
をどのようにとっても､最終的に0-と減衰しているが､理論予想では一定値-と飽和するか全く
減衰しないことが予想されており､これらの不一致点は今後の課題となっている.
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